
洋
戦
争
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
一
九
四
〇
年
の

「
満
洲
移
民
政
策
基
本
要
綱
」
公
布
に
よ
り
満
洲

国
（
関
東
軍
）
に
全
て
の
権
限
が
委
譲
さ
れ
る
と
、

門
満
鮮
拓
殖
」
会
社
は
「
満
洲
拓
殖
扁
会
社
に
統

合
さ
れ
る
。
朝
鮮
人
農
業
移
民
も
日
本
人
と
同
様

に
「
開
拓
民
」
と
改
称
さ
れ
て
政
治
的
・
軍
事
的

役
割
を
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
食
糧
増
産
と

図
防
を
目
的
と
し
て
従
来
は
入
植
が
禁
じ
ら
れ
て

い
た
「
満
」
ソ
国
境
の
満
洲
北
部
の
零
細
未
開
墾

地
に
動
員
さ
れ
た
。
一
方
、
朝
鮮
内
で
は
毎
年
の

割
当
戸
数
を
充
当
す
る
た
め
に
地
方
行
政
の
面
職

員
が
「
過
大
宣
伝
」
に
よ
る
募
集
を
行
い
、
中
南

部
を
中
心
に
朝
鮮
か
ら
農
民
が
北
満
に
渡
っ
た
が

定
員
割
れ
が
続
い
た
こ
と
、
ま
た
「
朝
鮮
青
年
義

勇
軍
」
や
農
村
振
興
運
動
を
背
景
に
「
分
村
移

民
」
が
企
画
さ
れ
た
も
の
の
成
功
せ
ず
、
朝
鮮
人

農
業
移
民
の
統
制
政
策
は
衰
退
に
向
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
以
上
、
「
満
洲
国
」
期
の
朝
鮮
人
農
業
移
民
の

金
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
策
で

あ
る
「
満
洲
移
民
」
は
朝
鮮
人
で
は
振
る
わ
ず
、

「
満
洲
国
」
期
の
在
満
朝
鮮
人
の
増
加
は
自
由
移

民
に
よ
る
こ
と
、
そ
の
原
因
と
し
て
朝
鮮
総
督
府

の
朝
鮮
人
移
民
積
極
策
に
か
か
わ
ら
ず
、
関
東
軍

の
抗
日
勢
力
へ
の
治
安
対
策
に
関
連
し
た
朝
鮮
人

抑
制
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
満
洲
で
の
朝
鮮
人
村
落
の
生
活
実
態
に
つ
い

て
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
点
は
貴
重
な
成
果
で

あ
り
、
す
で
に
研
究
が
進
ん
で
い
る
都
市
移
民
・

商
業
移
民
と
併
せ
て
在
満
朝
鮮
人
の
社
会
文
化
や

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
解
明
す
る
う
え
で
本
書
の

緻
密
な
過
程
解
明
は
そ
の
土
台
と
な
る
も
の
と
高

く
評
価
さ
れ
る
。
近
代
東
ア
ジ
ア
史
を
め
ぐ
る
意

味
を
深
め
て
い
く
う
え
で
は
、
こ
う
し
た
在
満
朝

鮮
人
研
究
の
視
点
は
、
他
の
移
民
研
究
と
と
も
に

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
超
え
た
近
代
社
会

の
あ
り
方
を
捉
え
る
試
み
と
し
て
期
待
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
（
A
5
版
　
三
五
二
頁
　
二
〇
一
二
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
堂
　
税
別
五
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
長
沢
一
恵
　
天
理
大
学
非
常
勤
講
師
）

会
　
　
告

　
二
〇
＝
二
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
ど
お
り
＝
月
二
日
（
土
）

午
後
一
時
よ
り
京
都
大
学
文
学
部
第
一
・
二

講
義
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
、
水
野
直
樹
、
小
林
致
広
の

両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会

裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

植
民
地
の
時
代
を
生
き
た
朝
鮮
人
エ
リ
ー
ト

　
一
三
高
卒
業
生
朴
錫
胤
の
生
涯
一

水
野
　
直
樹
氏

メ
キ
シ
コ
・
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と

フ
ン
ボ
ル
ト
の
将
来
し
た
絵
文
字
資
料

小
林
　
致
広
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
定
例
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、

二
〇
＝
二
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

252 （252）



一一

Z
＝
一
一
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

植
民
地
の
時
代
を
生
き
た
朝
鮮
人
エ
リ
ー
ト

　
一
三
高
卒
業
生
朴
錫
胤
の
生
涯
－

水
　
野
　
直
　
樹

　
朴
錫
胤
（
一
八
九
六
一
一
九
四
八
？
）
は
、
植

民
地
期
朝
鮮
に
お
い
て
最
高
の
エ
リ
ー
ト
知
識
入

で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
韓
国
で
は
「
親
日
派
」
と

し
て
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
生

涯
を
た
ど
る
と
植
民
地
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面

で
興
味
深
い
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
一
九
一
〇
年
代
初
め
に
日
本
に
留
学
し
た
朴
は
、

第
三
高
等
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
（
法
学
部
）
で

学
ん
だ
。
三
高
野
球
部
で
活
躍
し
た
り
、
文
芸
同

人
誌
に
参
加
し
た
り
と
、
多
方
面
に
わ
た
る
活
動

を
し
た
。
帰
国
後
、
朝
鮮
総
督
府
の
在
外
研
究
員

に
選
ば
れ
、
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
も
研
究

生
活
を
送
っ
た
。
京
城
帝
国
大
学
（
二
六
年
法
文

学
部
な
ど
開
学
）
の
教
授
候
補
者
と
し
て
名
前
が

あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
結
局
、
教
授
に
は
な
れ
な

か
っ
た
。
日
本
馬
書
中
に
留
学
生
運
動
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
（
た
だ
し
独
立
を
め
ざ
す
「
漸
進

派
」
）
で
あ
っ
た
た
め
、
警
察
当
局
が
監
視
の
対

象
と
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
京
城
帝
大
内
に
朝

鮮
人
を
教
授
す
る
こ
と
を
忌
避
す
る
空
気
が
あ
っ

た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
〇
年
、
朴
は
総
督
府
の
朝
鮮
語
御
用
新
聞
で

あ
る
毎
日
申
報
の
副
社
長
と
な
る
。
日
本
語
新
聞

の
京
城
日
報
社
が
発
行
す
る
朝
鮮
語
新
聞
で
あ
っ

た
た
め
、
副
社
長
が
同
紙
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ

た
。
在
任
中
に
は
、
自
ら
多
く
の
記
事
・
論
説
を

書
い
た
。

　
満
洲
事
変
後
、
朴
は
間
島
（
現
在
の
延
辺
朝
鮮

族
自
治
州
）
在
住
の
親
日
的
朝
鮮
人
を
組
織
し
て

民
生
団
を
結
成
し
た
。
朝
鮮
人
の
生
活
安
定
な
ど

を
綱
領
に
掲
げ
た
団
体
で
あ
っ
た
が
、
「
間
島
に

お
け
る
朝
鮮
入
自
治
」
を
め
ざ
す
も
の
と
み
な
さ

れ
（
朴
ら
も
そ
の
意
図
を
隠
し
て
い
な
か
っ
た
）
、

日
本
当
局
に
認
め
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、

民
生
団
は
抗
日
運
動
側
に
朝
鮮
入
幹
部
ら
の
粛
清

と
い
う
混
乱
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
た
た
め
、

朴
は
こ
の
後
、
「
民
族
反
逆
考
」
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
日
本
の
満
洲
侵
略
が
議
題
と
な
っ
た
国
際
連
盟

総
会
の
日
本
代
表
団
随
行
員
と
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

に
行
っ
た
朴
は
、
代
表
団
に
加
わ
っ
て
い
た
石
原

莞
爾
と
親
し
く
な
り
、
彼
の
「
東
亜
聯
盟
論
」
に

共
鳴
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
東
洋
民
族
の
連
合
、

朝
鮮
の
自
治
」
が
朴
の
主
張
と
し
て
固
ま
っ
た
の

は
、
民
生
団
の
結
成
、
石
原
と
の
交
遊
を
通
じ
て

だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
三
四
年
か
ら
は
満
洲
国
の
墨
壷
と
な
り
、
外
務

局
調
査
処
長
な
ど
を
務
め
た
後
、
三
九
年
ワ
ル
シ

ャ
ワ
駐
在
満
州
帝
国
総
領
事
に
任
命
さ
れ
た
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
に
赴
任
し
て
二
ヵ
月
後
、
ド
イ
ツ
と
ソ

連
の
侵
攻
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
解
体
さ
れ
た

た
め
、
総
領
事
と
し
て
の
勤
務
は
短
い
も
の
と
な

っ
た
。

　
満
洲
に
戻
り
官
僚
と
し
て
勤
め
な
が
ら
、
協
和

会
の
朝
鮮
人
幹
部
と
し
て
も
活
動
し
た
が
、
四
一

年
頃
に
南
京
に
移
っ
た
。
朝
鮮
総
督
府
や
日
本
政

府
が
東
亜
聯
盟
論
を
排
撃
す
る
こ
と
を
決
め
た
た

め
、
満
洲
に
居
づ
ら
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

南
京
や
上
海
で
朴
が
何
を
し
て
い
た
か
は
不
明
だ

が
、
重
慶
の
大
韓
民
国
臨
時
政
府
と
連
絡
を
と
っ

て
い
た
節
も
あ
る
。

　
四
五
年
五
月
頃
、
満
洲
国
官
僚
を
辞
め
て
ソ
ウ

ル
に
戻
っ
た
朴
は
、
八
月
の
日
本
敗
戦
前
後
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
総
督
府
と
朝

鮮
人
有
力
者
と
の
橋
渡
し
役
で
あ
る
。
呂
語
学
ら

に
よ
る
建
国
準
備
委
員
会
に
関
与
し
て
、
総
督
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府
・
朝
鮮
軍
と
の
交
渉
に
も
当
た
っ
た
。
し
か
し
、

「
親
日
」
活
動
の
経
歴
や
日
本
側
か
ら
資
金
提
供

を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
朴
を
非
難
す
る
声
が

出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
五
年
末
、
ソ
ウ
ル
を
離

れ
、
北
朝
鮮
の
陽
徳
温
泉
で
静
養
中
に
摘
発
さ
れ
、

「
民
族
反
逆
者
」
と
し
て
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
四

八
年
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
（
処
刑
時
期
は
不
明
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
朴
錫
胤
は
植
民
地
期
の
朝
鮮
で

最
高
の
教
育
を
受
け
た
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
一
面
を
合
わ

せ
持
つ
行
動
的
な
知
識
人
で
あ
っ
た
。
京
城
帝
大

の
教
授
候
補
者
に
な
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
許
さ
な

か
っ
た
の
は
日
本
の
植
民
地
支
配
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
。
毎
日
申
報
酬
社
長
、
満
洲
国
外
交
窟
僚

と
い
う
朝
鮮
人
と
し
て
は
も
っ
と
も
高
い
地
位
に

も
就
い
た
が
、
そ
れ
は
民
生
団
組
織
者
と
い
う
経

歴
と
合
わ
せ
て
、
朴
を
「
民
族
反
逆
者
」
と
規
定

す
る
根
拠
と
な
っ
た
。
悲
劇
的
な
生
涯
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
彼
の
生
涯
を
通
し
て
植
民
地
の

時
代
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
詳
細
は
、
拙
稿
「
朴
錫
胤
　
　
植
民
地

期
最
高
の
朝
鮮
人
エ
リ
ー
ト
ー
」
（
『
講
座
　
東

ア
ジ
ア
の
知
識
人
撫
第
四
巻
、
有
志
舎
、
二
〇
～

四
年
二
月
刊
行
予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

メ
キ
シ
コ
・
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と

フ
ン
ボ
ル
ト
の
将
来
し
た
絵
文
書
資
料

小
　
林
　
致
　
広

　
一
年
闘
の
メ
キ
シ
コ
滞
在
中
、
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
南
米
の
オ
リ

ノ
コ
川
流
域
や
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
お
け
る
自
然
地

理
学
的
調
査
と
は
異
な
る
分
野
で
、
研
究
調
盗
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
の
本
来
の
専
門
分
野
で

あ
る
火
山
の
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る
た
め
の
現

地
調
査
、
鉱
山
学
に
関
す
る
専
門
知
識
の
教
授
だ

け
で
な
く
、
副
王
庁
文
書
館
や
メ
キ
シ
コ
大
学
文

書
館
な
ど
で
政
治
・
経
済
地
理
学
的
な
メ
キ
シ
コ

地
誌
に
必
要
な
統
計
資
料
の
収
集
に
時
間
を
割
く

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
過
程
で
、
文
書
館
に
死
蔵

さ
れ
て
い
た
イ
タ
リ
ア
人
ボ
ト
ゥ
リ
ニ
が
収
集
し

て
い
た
五
〇
〇
業
余
の
絵
文
書
・
古
文
書
類
の

「
残
骸
」
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ン
ボ
ル

ト
は
購
入
あ
る
い
は
譲
ら
れ
た
絵
文
書
断
片
一
六

点
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
帰
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
八
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
山
岳
景
観
と
ア

メ
リ
カ
先
住
民
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
騙
に
は
、
山
岳
や

風
景
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
の
考
古
学
遺
跡
、
出
土

し
た
石
像
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
挿
絵
な
ど
と
と
も
に
、

メ
キ
シ
コ
の
絵
文
書
の
挿
絵
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

フ
ン
ボ
ル
ト
絵
文
書
断
片
＝
ハ
点
の
中
か
ら
ら
選

ば
れ
た
挿
絵
四
点
と
、
帰
国
後
に
、
バ
チ
カ
ン
、

ウ
ィ
ー
ン
、
パ
リ
な
ど
の
文
書
館
で
閲
覧
・
複
製

し
た
メ
キ
シ
コ
の
絵
文
書
の
挿
絵
～
二
点
が
所
収

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
の
絵
文
書
に

関
す
る
説
明
や
記
述
は
「
急
ぎ
足
」
の
も
の
で
し

か
な
か
っ
た
。
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
古
代
メ
キ
シ
コ

の
暦
法
や
数
の
体
系
、
象
形
・
絵
文
字
と
い
う
表

記
体
系
を
旧
大
陸
の
諸
文
明
と
比
較
す
る
こ
と
に

関
心
が
あ
っ
た
た
め
、
絵
文
書
資
料
が
潜
在
的
に

保
有
す
る
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
面
で
の
価
値

に
無
頓
着
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
フ
ン
ボ
ル
ト
絵
文
書
断
片
の
本
格
的
研
究
は
、

一
八
九
二
年
の
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
四
〇
〇
周
年
記

念
」
と
し
て
復
刻
・
出
版
さ
れ
た
際
に
、
ド
イ
ツ

文
献
学
者
エ
ド
ワ
ル
ド
・
ゼ
ー
ラ
ー
が
行
っ
た
詳

細
な
考
証
と
分
析
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
一
世
紀
で
、
フ
ン
ボ
ル
ト
絵
文
書
断
片

が
本
来
属
し
て
い
た
絵
文
書
、
あ
る
い
は
関
連
す

る
と
思
わ
れ
る
絵
文
書
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
発
表
に
お
い
て
は
、

（一

j
先
ス
ペ
イ
ン
期
の
先
住
民
族
の
移
動
・
系

譜
と
地
図
表
現
、
（
二
）
ア
ス
テ
カ
の
貢
納
体
制

研
究
、
（
三
）
植
民
地
初
期
の
メ
キ
シ
コ
中
央
高
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原
の
先
住
民
社
会
の
変
容
と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ

を
と
り
あ
げ
、
メ
キ
シ
コ
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー

研
究
に
お
い
て
フ
ン
ボ
ル
ト
絵
文
書
断
片
は
ど
の

よ
う
に
分
析
し
、
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
最
初
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
メ
キ
シ
コ
中
央

高
原
の
後
古
典
期
の
覇
者
ア
ス
テ
カ
の
起
源
・
遍

歴
に
関
す
る
二
つ
の
タ
イ
プ
の
起
源
神
話
（
洞
窟

出
発
説
と
湖
の
島
出
発
説
）
と
関
連
さ
せ
て
、
ウ

ア
マ
ン
ト
ラ
絵
文
書
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
フ
ン
ボ
ル
ト
絵
図
断
片
三
・
四
が
、
先

住
民
オ
ト
ミ
系
罠
族
集
団
の
最
終
定
着
地
ウ
ア
マ

ン
ト
ラ
へ
の
移
動
の
直
前
の
段
階
を
扱
っ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。
二
番
目
の
テ
ー
マ
に
関
連
し

て
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
絵
文
書
断
片
一
は
、
一
九
四

〇
年
に
ゲ
レ
ロ
州
で
発
見
の
ア
ソ
ユ
i
絵
文
書
二

裏
面
の
ト
ラ
バ
地
方
の
貢
納
記
録
と
同
じ
資
料
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
貢
納
記
録
は
、

先
ス
ペ
イ
ン
期
の
一
四
八
七
年
～
一
五
　
…
二
年
ま

で
の
年
四
回
の
貢
納
を
余
す
こ
と
な
く
記
録
し
て

い
る
。
ア
ス
テ
カ
に
収
め
た
貢
納
の
量
や
品
目
の

変
化
か
ら
、
ト
ラ
バ
地
方
の
領
主
に
対
す
る
ア
ス

テ
カ
支
配
の
強
化
の
過
程
を
追
跡
で
き
る
。
三
番

目
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
先
住
民
社
会
が
植
民

地
支
配
者
側
の
統
治
シ
ス
テ
ム
に
柔
軟
に
抵
抗
し

て
い
る
様
子
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
を
と
り

あ
げ
る
。
フ
ン
ボ
ル
ト
絵
図
断
片
六
は
、
一
五
三

〇
年
些
末
に
異
端
審
問
で
処
刑
さ
れ
た
テ
ス
コ
コ

の
有
力
先
住
民
貴
族
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
の
財
産
を

め
ぐ
る
訴
訟
に
関
連
し
て
作
成
さ
れ
た
オ
ス
ト
テ

ィ
ク
パ
ッ
ク
土
地
図
と
酷
似
す
る
構
図
を
し
て
い

る
。
し
か
も
、
前
者
に
は
後
者
に
描
か
れ
て
い
な

い
訴
訟
当
事
者
が
絵
文
字
入
り
で
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ン
ボ
ル
ト
絵
図
断
片
七
・
一
三
は
、
　

五
七
〇
年
前
後
に
ミ
ス
キ
ア
ウ
ア
ラ
住
民
が
村
を

管
轄
す
る
ス
ペ
イ
ン
人
に
支
払
っ
た
貢
納
・
サ
ー

ビ
ス
の
領
収
書
で
あ
り
、
同
じ
資
料
群
と
み
な
せ

る
絵
文
書
も
四
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
以

外
に
も
、
フ
ン
ボ
ル
ト
絵
文
書
断
片
の
申
に
は
、

場
所
・
時
代
・
作
成
者
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、

特
定
の
先
住
民
個
人
や
共
同
体
が
、
自
ら
の
土
地

の
権
利
や
特
権
を
主
張
す
る
た
め
に
作
成
し
た
こ

と
が
明
ら
か
な
も
の
も
あ
り
、
先
住
民
社
会
の
多

様
な
対
応
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
〇
＝
二
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
～
三
年
度
大
会
・
総
会
は
、

一
一
月
二
日
（
土
）
＝
二
時
か
ら
一
七
時
半
ま
で
、

京
都
大
学
文
学
部
第
一
・
二
講
義
整
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
上
原
寒
入
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
岩
鼻
通
明
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な

さ
れ
た
。

　
庶
務
（
井
谷
鋼
造
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
、
そ
の
他
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
来
年

度
の
例
会
は
四
月
十
九
日
（
土
曜
日
）
に
「
祈

り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
案
内
さ

れ
た
。

　
編
集
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
』
の
刊
行
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
会
計
（
米
家
泰
作
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇

～
二
年
度
予
算
の
紹
介
、
そ
の
他
の
報
告
が
あ
っ

た
。　
広
報
（
永
原
陽
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
広
報

関
係
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
続
き
、
公
開
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
水
野
　
直
樹
氏

　
「
植
民
地
の
時
代
を
生
き
た
朝
鮮
人
エ
リ
ー
ト

　
一
三
高
卒
業
生
朴
錫
胤
の
生
涯
！
」

　
小
林
致
広
氏

　
「
メ
キ
シ
コ
・
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と
フ

　
ン
ボ
ル
ト
の
将
来
し
た
絵
文
字
資
料
」
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